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消火器解体装置消火器解体装置

世界最大級ロボット「HAJIME ROBOT 33」世界最大級ロボット「HAJIME ROBOT 33」

ユーザーが希望する装置を
オリジナル仕様にカスタマイズ
有限会社吉則工業
http://www.yosinori.co.jp/

最
軽
荷
重
0.1
〜
実
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能

最
新
ベ
ア
リ
ン
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験
機

   

同
社
は
、昭
和
35
年
創
業
以
来
、現
場

作
業
者
の
立
場
に
た
っ
た
機
械
づ
く
り
を

モ
ッ
ト
ー
に
、設
計
・
製
作
・
据
付
調
整
及

び
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
ま
で
の一貫
生
産
を
行
って

い
る
。大
学
の
研
究
機
関
か
ら
の
依
頼
で

作
り
始
め
た
ベ
ア
リ
ン
グ
の
試
験
機
は
、金

増
社
長
自
ら
が
開
発
・
製
造
し
た
。従
来

の
試
験
機
は
装
置
も
大
変
大
き
く
、金
属

等
の
高
荷
重
製
品
を
主
な
対
象
に
し
て
い

た
が
、依
頼
の
製
品
は
金
属
で
は
な
く
樹

脂
を
対
象
と
し
て
い
た
の
で
、軽
荷
重
で
な

け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。そ
こ
で
金
増
社
長

に
よ
り
、0
・
1
〜
50
㎏
と
いっ
た
軽
荷
重

を
対
象（
金
属
・
非
金
属
で
も
可
能
）に
し

た
装
置
が
生
ま
れ
た
。ま
た
、任
意
に
回

転
数
を
設
定
で
き
る
た
め
用
途
に
合
わ
せ

た
柔
軟
な
実
験
が
可
能
に
な
っ
た
。

　
金
増
社
長
発
案
の
機
械
や
開
発
技
術

は
大
学
の
研
究
室
で
活
躍
し
、ア
カ
デ
ミ
ッ

ク
な
機
関
で
も
評
価
さ
れ
て
い
る
。

　
試
験
機
は
、ス
ラ
ス
ト
ベ
ア
リ
ン
グ
と
ラ

ジ
ア
ル
ベ
ア
リ
ン
グ（
回
転
曲
げ
疲
労
試
験

も
可
能
）の
性
能
を
試
験
す
る
装
置
を
そ

末
回
収
装
置
の
ト
ッ
プ
シ
ェ
ア
ー
を
目
指

し
、国
内
全
域
に
販
売
展
開
し
て
い
る
。

　
ま
た
、金
増
社
長
は
異
業
種
交
流
グ

ル
ー
プ
で
ロ
ボ
ッ
ト
の
開
発
も
行
って
い
る
。

世
界
最
大
級
、身
長
2
m
10㎝
の
二
足
歩

行
ロ
ボ
ッ
ト
「
H
A
J
I
M
E 

R
O
B
O
T 

33
」を
発
表
。数
々
の
ロ
ボ
ッ

ト
シ
ョ
ー
に
出
展
、様
々
な
賞
を
受
賞
し
て

い
る
。ロ
ボ
ッ
ト
の
膝
関
節
に
あ
た
る
部
分

に
、同
社
で
加
工
・
組
立
し
た
減
速
モ
ー

タ
ー
が
使
用
さ
れ
て
い
る
。「
将
来
的
に
は
、

こ
れ
ら
の
技
術
を
も
っ
と
改
良
し
、介
護

用
ロ
ボ
ッ
ト
な
ど
を
作
っ
て
社
会
貢
献
し

た
い
」と
金
増
社
長
は
意
欲
を
燃
や
す
。

れ
ぞ
れ
製
造
し
て
い
る
。今
後
は
、ま
す
ま

す
試
験
機
に
注
力
し
、研
究
者
の
希
望
す

る
オ
リ
ジ
ナ
ル
な
仕
様
の
装
置
を
カ
ス
タ

マ
イ
ズ
し
た
い
と
い
う
。

資
源
を
節
約
に
導
く

消
火
器
粉
末
回
収
装
置

　
以
前
、同
社
が
消
火
器
メ
ー
カ
ー
か
ら
、

消
火
器
の
解
体
に
つ
い
て
の
相
談
を
受
け

た
の
を
機
に
、開
発
し
た
の
が
消
火
器
解

体
装
置
だ
。消
火
器
粉
末
回
収
装
置
も

社
長
開
発
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
。消
火
器
の
圧

力
容
器
内
の
粉
末
が
固
ま
り
、容
易
に
回

収
で
き
な
い
と
い
う
課
題
が
あ
っ
た
が
、何

度
も
試
行
錯
誤
を
繰
り
返
し
た
末
、消
火

器
を
噴
射
す
る
の
と
同
じ
原
理
の
利
用

を
思
い
つい
た
と
い
う
。古
い
消
火
器
は
、フ

タ
を
空
け
る
の
も
危
険
だ
が
、こ
の
装
置

は
、全
自
動
な
の
で
危
険
も
少
な
い
。1
時

間
に
40
〜
60
本
の
消
火
器
か
ら
粉
末
を

回
収
で
き
る
。消
火
器
の
本
体
は
金
属
な

の
で
、ほ
ぼ
全
て
の
素
材
が
再
利
用
で
き

る
。ま
た
、粉
末
消
火
器
の
粉
末
薬
剤
も

リ
サ
イ
ク
ル
利
用
が
認
可
さ
れ
た
た
め
、

資
源
の
節
約
に
も
つ
な
が
る
。消
火
器
粉

Company Profile

有限会社吉則工業

住　所／〒555-0032
　　　　大阪市西淀川区大和田
　　　　1-2-23
創　業／昭和35年
設　立／昭和52年3月
資本金／1,000万円
従業員／3名
T E L／06-6475-0067
F A X／06-6475-0274

■主な事業内容
機械設計・製作・据付調整及
びメンテナンス

■主な取引先
鉄鋼メーカー、ベアリングメー
カー、機械メーカー、研究機
関、消火器メーカー 等

当社のセールスポイント

ものづくりを通して常に
人に、社会に、地球に
限りなく貢献します。

代表取締役　
金増 健次さん 

地域の子どもたちを集め、「サッカー
するロボット」を楽しんでもらうイベント
を企画しました。企業として地域活動
は非常に大切。今は「ものづくり」に
ついて、知らない子どもが多い。昔な
ら町工場をちょっとのぞけば、ものづく
りの工程も見られましたが、そのような
光景が失われた中、子どもたちに「製
造業」のおもしろさを伝えていきたい。
今後も、ものづくりを通して、子どもか
ら高齢者まで、全ての人々に貢献で
きるように取り組みます。
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軸受け疲労試験機

世界シェア70％を超える、
FPD分断装置のトップメーカー
三星ダイヤモンド工業株式会社
http://www.mitsuboshidiamond.com/

ガ
ラ
ス
分
断
に
特
化
し
た

抜
群
の
カ
ッ
テ
ィ
ン
グ
技
術

　
設
立
当
時
か
ら
培
っ
た
ガ
ラ
ス
カ
ッ

テ
ィ
ン
グ
の
職
人
技
。70
年
以
上
に
亘
る

歴
史
の
中
で
、匠
の
ス
ピ
リ
ッ
ツ
は
伝
え

ら
れ
て
い
る
。い
つ
の
時
代
に
お
い
て
も

同
社
の
事
業
テ
ー
マ
は
、脆
性
材
料
の

加
工
。現
在
、ガ
ラ
ス
を
切
る
工
具
で
あ

る
ツ
ー
ル
と
液
晶
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
を
分
断

す
る
装
置
の
両
方
を
製
造
し
て
い
る
。フ

ラ
ッ
ト
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
プ
レ
イ（
以
下

F
P
D
）の
需
要
が
高
ま
る
に
つ
れ
、同

社
の
生
産
量
も
顕
著
に
増
え
て
い
る
。

平
成
20
年
に
は
、F
P
D
向
け
基
板
分

断
装
置
の
世
界
累
計
出
荷
台
数
が

3
0
0
0
台
を
達
成
。F
P
D
の
分
断

装
置
を
示
す
ス
ク
ラ
イ
ブ
・
ブ
レ
イ
ク
工

程
に
お
い
て
、世
界
シ
ェ
ア
70
％
を
超
え

る
。平
成
12
年
に
は
、レ
ー
ザ
ー
分
断
ラ

イ
ン
も
販
売
を
開
始
し
た
。

　
F
P
D
用
ガ
ラ
ス
は
製
造
プ
ロ
セ
ス
で

成
分
と
処
理
な
ど
の
影
響
に
よ
っ
て
、カ
ッ

テ
ィ
ン
グ
技
術
が
著
し
く
変
化
す
る
た

め
、そ
れ
ぞ
れ
の
適
性
を
考
慮
し
た
最
適

な
刃
先
を
提
供
し
て
い
る
。主
力
ツ
ー
ル
で

ガ
ラ
ス
基
板
に
ニ
ー
ズ
が
あ
る
。こ
の
装

置
は
、
業
界
で
高
い
評
価
を
得
、

2
0
0
2
年
の
初
受
賞
に
続
き
、今
年

も
第
14
回
ア
ド
バ
ン
ス
ト
デ
ィ
ス
プ
レ
イ

オ
ブ
ザ
イ
ヤ
ー（
A
D
Y
2
0
0
9
）の

製
造
装
置
部
門
優
秀
賞
を
受
賞
し
た
。

熱
心
な
研
究
活
動
に
注
力

最
先
端
技
術
に
取
り
組
む

　
顧
客
の
ニ
ー
ズ
か
ら
開
発
す
る
テ
ー
マ

も
あ
る
が
、こ
ち
ら
か
ら
提
案
す
る
技
術

や
装
置
も
あ
る
。そ
の
た
め
研
究
開
発

に
、大
き
く
注
力
し
て
い
る
。「
ツ
ー
ル
技

術
研
究
所
」と「
レ
ー
ザ
ー
技
術
研
究

所
」を
設
立
し
、研
究
機
関
や
大
学
等
と

共
同
で
研
究
開
発
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

　
最
近
で
は
、ガ
ラ
ス
分
断
で
培
っ
た

実
績
と
ノ
ウ
ハ
ウ
を
太
陽
電
池
製
造
に

応
用
し
、薄
膜
太
陽
電
池
用
メ
カ
ニ
カ

ル
パ
タ
ー
ニ
ン
グ
装
置
を
開
発
。高
速
で

も
安
定
し
た
膜
剥
が
れ
の
少
な
い
狭

幅
の
メ
カ
ニ
カ
ル
パ
タ
ー
ニ
ン
グ
が
可
能

に
な
っ
た
。最
小
幅
は
30
μm（
参
考
値
、

膜
質
に
よ
る
）。今
後
の
展
開
が
期
待

さ
れ
る
。

あ
る
高
浸
透
刃
先「
P
e
n
e
t
t
®
」

の
開
発
に
よ
り
、ガ
ラ
ス
切
断
時
の
非
常

に
深
い
垂
直
ク
ラ
ッ
ク
の
形
成
を
可
能
に

し
た
。「
P
e
n
e
t
t
®
」に
よ
り
、従
来

で
は
垂
直
ク
ラ
ッ
ク
が
ガ
ラ
ス
の
厚
み
の

10
％
〜
15
％
の
浅
さ
だ
っ
た
と
こ
ろ
、

80
％
以
上
の
深
い
浸
透
力
を
発
揮
し
、ブ

レ
ー
ク
レ
ス
及
び
分
断
シ
ス
テ
ム
の
簡
素

化
が
実
現
。

　「
P
e
n
e
t
t
®
」を
用
い
る
こ
と

で
、ガ
ラ
ス
基
板
を
上
下
同
時
の
ク
ロ
ス

ス
ク
ラ
イ
ブ
が
可
能
に
な
り
、高
精
度

な
上
下
分
断
ラ
イ
ン
シ
ス
テ
ム
に
よ
る

装
置（
M
P
X
シ
リ
ー
ズ
）が
完
成
。上

下
か
ら
同
時
に
分
断
で
き
る
こ
と
で
、

ガ
ラ
ス
基
板
を
反
転
す
る
工
程
が
省
略

さ
れ
、効
率
化
と
工
場
で
の
省
ス
ペ
ー
ス

が
図
れ
る
。こ
れ
は
、大
型
化
し
て
い
く

Company Profile

三星ダイヤモンド工業株式会社

住　所／〒564-0044
 吹田市南金田2-12-12
設　立／昭和10年10月
資本金／4,150万円
従業員／339名/単体ベース
 446名/連結ベース
T E L／06-6378-3813
F A X／06-6378-3851

■主な事業内容
FPD・板ガラス・太陽電池・
LED・LTCC等の製造装置お
よび切断・加工工具の開発・
製造・販売

■主な取引先
ガラスメーカー、電機メーカー 
等

当社のセールスポイント

慢心することなく
頂いた評価を励みに
ますます情熱を注ぐ。

代表取締役社長
三宅 泰明さん

いつの時代も、新たな産業や商品
は、ひたすら情熱を傾ける開発者や
それを支える専門集団のものづくり
に対する、たゆまない努力により生
み出されています。その精神を持ち
続ける企業として、今後も創意工
夫を積み重ねてまいります。ガラス
などの脆性材料分断に特化した技
術で産業を支え、社会に貢献する
企業として努力を続けます。

高浸透刃先Penett®

カットサンプル

高精度上下分断ラインシステム
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